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1. はじめに 

1.1 仕様 
• 本応用例ではイーサネットフレームを連続で 10 フレーム送信します。 
 

 

1.2 使用機能 
• ピンファンクションコントローラ（PFC） 
• イーサネットコントローラ（EtherC） 
• イーサネットコントローラ用ダイレクトメモリアクセスコントローラ（E-DMAC） 
 

 

1.3 適用条件 
マイコン SH7216 
動作周波数 内部クロック： 200 MHz 
 バスクロック：  50 MHz 
 周辺クロック：  50 MHz 
統合開発環境 ルネサス エレクトロニクス製 

High-performance Embedded Workshop Ver.4.07.00 
C コンパイラ ルネサス エレクトロニクス製 SuperH RISC engine ファミリ 

C/C++コンパイラパッケージ Ver.9.03 Release 00 
コンパイルオプション High-performance Embedded Workshop でのデフォルト設定 

（-cpu=sh2afpu -fpu=single -debug -gbr=auto -global_volatile=0 
-opt_range=all -infinite_loop=0 -del_vacant_loop=0 -struct_alloc=1） 

 

1.4 関連アプリケーションノート 
本アプリケーションノートに関連するアプリケーションノートを以下に示します。合わせて参照してくだ

さい。 

• SH7216 グループ 初期設定例 
• SH7216 グループ イーサネット PHY-LSI 自動交渉設定例 
• SH7216 グループ イーサネット受信設定例 
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2. 応用例の説明 
本応用例では、イーサネットコントローラ（EtherC）、およびイーサネットコントローラ用ダイレクトメ

モリアクセスコントローラ（E-DMAC）を使用します。 

2.1 使用機能の動作概要 
本 LSI では、イーサネット通信を行う場合必ず EtherC と E-DMAC を使用します。EtherC は送受信制御を

行います。E-DMAC はその送信／受信 FIFO とユーザが指定するデータ格納先（バッファ）間の DMA 転送
を行います。 

 

2.1.1 EtherC の概要 
本 LSI は、イーサネットあるいは IEEE802.3 の MAC（Media Access Control）層規格に準拠したイーサネッ

トコントローラ（EtherC）を内蔵しています。EtherC は、同規格に準拠した物理層 LSI（PHY-LSI）と接続す
ることにより、イーサネット／IEEE802.3 フレームの送受信を行うことができます。本 LSI 内蔵の EtherC は
MAC 層インタフェースを 1 系統内蔵しています。また EtherC は、本 LSI 内部で E-DMAC に接続されており、
メモリとの高速アクセスが可能です。 

図 1にEtherCの構成を示します。 

E-DMAC

EtherC

E-DMACインタフェース

MAC

受信制御部 送信制御部

コマンドステータス

インタフェース

MII

PHY  

図1 EtherC の構成 
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2.1.2 EtherC 送信部の概要 
EtherC送信部は、E-DMAC送信部から送信要求があると送信データをフレームに組み立ててMII（Media 

Independent Interface）に出力します。MIIを経由した送信データは、PHY-LSIによって回線上に送出されます。
図 2にEtherC送信部の状態遷移図を示します。送信動作のフローは以下のようになります。 

• 1. EtherC は、送信許可ビット（EtherC モードレジスタ（ECMR）の TE ビット）がセットされると送信

アイドル状態に遷移します。 
• 2. (A) 半二重転送方式（HDPX）時： 

E-DMAC 送信部から送信要求があると EtherC はキャリア検出を行い、未検出であればフレーム間隔時間

の送信延期を経てプリアンブルを MII に送出します。キャリアを検出した場合は、キャリアがなくなって

からフレーム間隔時間の送信延期を経てプリアンブルを MII に送出します。 
(B) 全二重転送方式（FDPX）時： 
キャリア検出を必要とせず、E-DMAC 送信部から送信要求があると即座にプリアンブルを送出します。

ただし連続送信時は、直前に送信したフレームから必ずフレーム間隔時間の送信延期を経てプリアンブル

を送出します。 
• 3. SFD（Start Frame Delimiter）、データ、CRC（Cyclic Redundancy Check）を順次送信します。送信を

終了するとフレーム送信完了割り込み（TC）が発生します。データ送信中に衝突あるいはキャリア未検

出状態になるとそれぞれの割り込みが発生します。 
• 4. アイドル状態に遷移し、以後送信データがあれば送信を継続します。 
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[注] *1 再送処理には衝突検出に伴うジャムの送信、及びバックオフアルゴリズムによる送信時間間隔の調整が含まれます。

   *2    512ビット以下(プリアンブル、SFD含む)のデータ送出中のみ再送処理を行います。512ビットを超えるデータの

送出中に衝突を検出した場合は、ジャムの送出のみを行い、バックオフアルゴリズムによる再送処理を行いません。  

図2 EtherC 送信部状態遷移図 
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2.1.3 E-DMAC の概要 
本 LSI は、EtherC に直結したダイレクトメモリアクセスコントローラ（E-DMAC）を内蔵しています。

E-DMAC は、E-DMAC 内蔵の DMAC を使用し、E-DMAC 内の送信／受信 FIFO とユーザが指定するデータ
格納先（送信／受信バッファ）との間で送受信データの DMA 転送を行います。CPU により直接送信／受信
FIFO のデータを読み書きすることはできません。この DMA 転送時に、E-DMAC が参照する情報を送信／受
信ディスクリプタと呼び、ユーザがメモリ上に配置します。E-DMAC は、イーサネットフレーム送受信に先
立ちディスクリプタの情報を読み出し、その内容にしたがって送信データを送信バッファから読み出し、ま
たは受信データを受信バッファへ書き込みます。このディスクリプタを複数個並べ、ディスクリプタ列（リ
スト）とすることで、複数のイーサネットフレームの送受信を連続的に行うことができます。 

このE-DMACの機能によってCPUの負荷を軽減し、効率の良いデータ送受信制御を行うことができます。図
3にE-DMACとディスクリプタおよびバッファの構成を示します。 

E-DMAC の特長を以下に示します。 

• 送信／受信 2 系統の独立した DMAC 内蔵 
• ディスクリプタ管理方式による CPU 負荷の軽減 
• 送受信フレームステータスのディスクリプタへの反映 
• DMA ブロック転送（16 バイト単位）によるシステムバスの効率使用 
• 1 フレーム／1 ディスクリプタ、1 フレーム／複数フレーム（マルチバッファ）方式対応可能（ 2.1.5節を

参照） 
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受信

ディスク

リプタ

送信バッファ

受信バッファ

外部メモリ
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フェース

内部バス

内部バス

インタ

フェース

E-DMAC

ディスクリプタ

情報

ディスクリプタ

情報

送信DMAC

受信DMAC

送信FIFO

受信FIFO
EtherC

 

図3 E-DMAC とディスクリプタおよびバッファの構成 
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2.1.4 ディスクリプタの概要 
E-DMAC が DMA 転送を行うためには、ディスクリプタと呼ばれる送受信データの格納アドレス等が書か

れた情報（データ）が必要になります。ディスクリプタには送信ディスクリプタと受信ディスクリプタの 2
種類があります。E-DMAC は、E-DMAC 送信要求レジスタ（EDTRR）の TR ビットが 1 になると自動的に送
信ディスクリプタの読み出しを、E-DMAC 受信要求レジスタ（EDRRR）の RR ビットが 1 になると自動的に
受信ディスクリプタの読み出しを開始します。ユーザは送信／受信ディスクリプタにあらかじめ送信／受信
データの DMA 転送に関する情報を記述しておく必要があります。イーサネットフレームの送信／受信が完
了した後は、E-DMAC がディスクリプタの有効／無効ビット（送信時は TACT ビット、受信時は RACT ビッ
ト）を無効にし、送信／受信結果をステータスビット（送信時は TFS25～TFS0、受信時は RFS26～RFS0）に
反映します。 

ディスクリプタは、読み書き可能なメモリ空間に配置し、先頭ディスクリプタ（E-DMAC が最初に読み出
すディスクリプタ）のアドレスを送信ディスクリプタリスト先頭アドレスレジスタ（TDLAR）／受信ディス
クリプタリスト先頭アドレスレジスタ（RDLAR）に設定します。複数のディスクリプタをディスクリプタ列
（ディスクリプタリスト）として用意する場合には、E-DMAC モードレジスタ（EDMR）の DL0,1 ビットに
設定したディスクリプタ長にしたがって連続したアドレスに配置します。 

 

2.1.5 送信ディスクリプタの概要 
図 4に送信ディスクリプタと送信バッファの関係を示します。 

送信ディスクリプタは、データの先頭から 32 ビット単位に TD0, TD1, TD2 およびパディングで構成されま
す。TD0 は、送信ディスクリプタの有効／無効、ディスクリプタの構成情報およびステータス情報を示しま
す。TD1 はそのディスクリプタで指示する転送すべき送信バッファのデータ長を示します。TD2 は転送する
送信バッファの先頭アドレスを示します。パディングは EDMR レジスタの DL0,1 ビットで指定するディスク
リプタ長に従い長さが決まります。 

送信ディスクリプタの設定内容により、ディスクリプタ 1 個で 1 フレームの送信データを指定すること（1
フレーム／1 ディスクリプタ）も、ディスクリプタ複数個で 1 フレームの送信データを指定すること（1 フレー
ム／マルチディスクリプタ）も可能です。1 フレーム／マルチバッファとしては、たとえばイーサネットフ
レーム中毎回の送信で固定的に使われるデータ部分を複数のディスクリプタに設定するという方法がありま
す。具体的には、イーサネットフレーム中のあて先アドレス、送信元アドレスのデータを複数のディスクリ
プタで共有して、残りのデータを各々のバッファに格納するという方法が考えられます。 
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【注】* パディング：ディスクリプタ長（16/32/64 バイト）に合わせるための冗長エリア 

図4 送信ディスクリプタと送信バッファの関係 
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2.1.6 送信ディスクリプタの設定例 
図 5に送信ディスクリプタおよび送信バッファを各 3 面使用した場合の関係（1 フレーム／1 ディスクリプ

タ）を示します。ここでは 1 回の送信要求で 1 フレームだけ送信するものとします。図では各送信ディスク
リプタをTD0 部分のみに簡略して記載しています。図中の番号①、②等は実行順を示します。 

設定の順番は以下のようになります。 

• 1. 1 フレーム／1 ディスクリプタ方式のため、全ディスクリプタ面の TFP1, TFP0 ビットに B'11 を設定

します。 
• 2. 全ディスクリプタ面の TACT ビット、TFE ビット、TWBI ビット、TFS25～TFS0 ビットには初期値

としてすべて 0 を設定します。 
• 3. 第 1面と第 2面のディスクリプタのTDLEビットに 0を設定します。第 3面のディスクリプタのTDLE

ビットに 1 を設定することにより、第 3 面の処理を終了すると第 1 面のディスクリプタを読み出します。

このような設定によりディスクリプタをリング構造にすることができます。 
• 4. 図 5では省略していますが、当該ディスクリプタが参照している送信バッファのデータ長をTBLに、

また送信バッファの先頭アドレスをTBAに設定します。 
• 5. この例では 1 回の送信要求で 1 フレームだけ送信するため、最初の送信では第 1 面のディスクリプ

タの TACT ビットにだけ 1 を設定します。次の送信では第 2 面のディスクリプタの TACT ビットにだけ 1
を設定します。送信手順の詳細は次章で説明します。 
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T
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（省略）

送信ディスクリプタ

送信バッファ

④

T
W
B
I

0

0 1 10 0 0・・00

（省略）

1 1 10 0 0・・00

（省略）

第2面

第3面

 

図5 送信ディスクリプタおよび送信バッファを各 3 面使用した場合の関係 
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2.1.7 使用機能の動作手順（送信時） 
EtherC モードレジスタ（ECMR）の TE ビットが 1 の状態で E-DMAC 送信要求レジスタ（EDTRR）の送信

要求ビット（TR）に 1 を書き込むと E-DMAC 送信部が起動します。E-DMAC は EtherC/E-DMAC のソフトウェ
アリセット後、送信ディスクリプタリスト先頭アドレスレジスタ（TDLAR）で示すディスクリプタを読み出
します。読み出したディスクリプタの TACT ビットが 1（有効）の場合は、E-DMAC は送信ディスクリプタ
の TD2 で指定される送信バッファ先頭アドレスから順次送信フレームデータを読み出して EtherC に転送し
ます。EtherC は送信フレームを作成し MII に向けて送信を開始します。ディスクリプタ内で指示されるバッ
ファ長分の DMA 転送後、送信ディスクリプタの TFP の値によって以下の処理を行います。 

• TFP=B'00 or B'10（フレーム継続） 
DMA 転送後、ディスクリプタのライトバック（TACT ビットの 0 書き込み）を行います。その後、次の

ディスクリプタの TACT ビットを読み出します。 
TFP=B'01 or B'11（フレーム終了） 
フレームの送信完了後、ディスクリプタのライトバック（TACT ビットの 0 およびステータスの書き込み）

を行います。その後、次のディスクリプタの TACT ビットを読み出します。 
 

読み出したディスクリプタの TACT ビットが 1 のときは、フレームの送信を継続し次のディスクリプタを
読み出します。TACT ビットが 0（無効）のディスクリプタを読み出すと、E-DMAC は EDTRR の TR ビット
を 0 にして送信処理を完了します。TR ビットが 0 になった後 TR ビットに 1 を書き込むと再度 E-DMAC 送
信部が起動しますが、この場合は最後に送信を行ったディスクリプタの次のディスクリプタを読み出します。 

図 6に送信フローの例（1 フレーム／1 ディスクリプタ、複数ディスクリプタ面の場合）を示します。 
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送信データ転送

以降繰り返し

EtherC/E-DMAC初期化

EtherC/E-DMAC
レジスタ設定

送信ディスクリプタ読み込み

送信ディスクリプタ及び

送信バッファ設定

送信起動

本LSI+メモリ E-DMAC 送信FIFO EtherC Ethernet

送信完了
送信ディスクリプタ

ライトバック

次の送信ディスクリプタ読み込み

送信データ転送

フレーム送信

[補足説明]

     EtherC/E-DMAC初期化        ：EDMRのSWRビットに、1を書き込むことでソフトウェアリセットを実行します。

     EtherC/E-DMACレジスタ設定：最後にECMRのTEビットとEDTRRのTRビットに1を書き込みます。

     送信起動                               ：ECMRのTEビット、EDTRRのTRビットに1を書き込むことにより発生します。

     送信ディスクリプタ読み込み   ：E-DMACが自動的に読み込みます。

     送信データ転送   ：E-DMACのDMA転送により、送信データを送信FIFOに書き込みます。

     送信ディスクリプタライトバック：E-DMACがTACTビットに0を、送信ステータスを送信ディスクリプタに書き込みます。  

図6 送信フローの例（1 フレーム／1 ディスクリプタ） 
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2.1.8 使用機能の設定手順（送信時） 
ここでは、イーサネット送信をするための基本的な設定例について説明します。図 7および図 8にイーサ

ネット送信設定フロー例を示します。 

受信ディスクリプタリスト先頭

アドレスレジスタ(RDLAR)のクリア

1

・受信ディスクリプタアドレスの先頭アドレスを設定:
指定したディスクリプタ長により下位ビットを以下のように設定します。

- 16バイト境界 : RDLA[3:0] = B'0000
- 32バイト境界 : RDLA[4:0] = B'00000
- 64バイト境界 : RDLA[5:0] = B'000000

実際のメモリ領域にもこの境界に配置してください。

START

EtherCステータスレジスタ(ECSR)のクリア

EtherC割り込み許可レジスタ(ECSIPR)の設定

受信フレーム長上限レジスタ(RFLR)の設定

IPG設定レジスタ(IPGR)の設定

EtherC/E-DMACステータスレジスタ

(EESR)のクリア

・メモリ上の送信用/受信用ディスクリプタ(各8面)の領域と

ディスクリプタリングの最終を設定します。

・EtherC/E-DMACのソフトウェアリセットを実施：

E-DMACモードレジスタ（EDMR）のSWRビットに1を書き込みます。

ソフトウェアリセット発行期間中（内部バスクロックBφで64サイクル間）は、

リセットしたチャネルでのイーサネット関係のすべてのモジュールに対する

レジスタアクセスを禁止してください。

・EtherCステータスレジスタ(ECSR)の各ビットに対応する

割り込み許可を設定します。

・MACアドレスを設定します。

・最大受信フレーム長を設定します。

・各ビットに1を書き込んでクリアします。

・各ビットに1を書き込んでクリアします。

・メモリ上の送信用/受信用バッファのアドレスをディスクリプタに設定します。

・パケット間ギャップを設定:
96ビット期間の場合H'14を設定します。

・EtherC/E-DMACステータスレジスタ(EESR)の各ビットに対応する

割り込み許可を設定します。

・ビックエンディアンモード、送受信ディスクリプタ長:16バイトに設定

・デュプレックスモードを半二重転送、プロミスキャスモードを通常動作に設定。

送受信ディスクリプタの設定

EtherC/E-DMACのソフトウェアリセット

E-DMACモードレジスタ(EDMR)の設定

EtherCモードレジスタ(ECMR)の設定

MACアドレス設定レジスタ(MAHR, MALR)の設定

EtherC/E-DMACステータス割り込み許可レジスタ

(EESIPR)のクリア

・ディスクリプタリストの初期化：
‐TD0：（TACT） 0を設定（無効）します。

　　　　　（TDLE） 最終面に1を設定します。（その他の面には0を設定します。）
　　　　　（TFP）　送信フレーム内位置は、送信時に設定します。

‐TD1：（TBL）　送信バッファ長は、送信時に設定します。
‐TD2：各ディスクリプタに対する送信バッファの先頭アドレスを設定します。

バッファアドレスは32バイト境界に設定してください。
‐パディング領域：E-DMACはこの領域を使用しません。ユーザが自由に設定できます。

 

図7 イーサネット送信設定フロー例 (1) 



SH7216グループ イーサネット送信設定例 

R01AN0051JJ0200 Rev.2.00  Page 11 of 35 
2010.07.30  

 

1

・自動交渉を許可している場合はその完了を待ちます。

自動交渉の設定に関しては、関連アプリケーションノート

「SH7216グループイーサネットPHY-LSI自動交渉設定例」を参照してください。

自動交渉

完了？

・PHY-LSIの自動交渉結果から全二重または半二重の転送方式を取得し、

  ECMRのDMビットにて設定します。

 自動交渉の設定に関しては、関連アプリケーションノート

  「SH7216グループイーサネットPHY-LSI自動交渉設定例」を参照してください。

・EtherCの受信機能、送信機能を有効にします。

END

・EDRRRレジスタのRRビットに1を設定して受信を起動します。

TACT=0？

No

Yes

No

Yes

・カレントディスクリプタが動作中でないことを確認し、

送信用のディスクリプタ管理ポインタを用いて、カレントディスクリプタの

TACTビットが 0 になり、送信完了または中断状態であることを確認します。

・カレントディスクリプタを送信可能な状態に設定します。

‐TBLに送信バッファ長を設定

‐TFPに送信フレーム内位置を設定（1フレーム/1ディスクリプタは3を設定）

‐TACTビットに1を設定（本ビットは最後に設定します）

・EDTRRレジスタのTRビットに1を設定して送信を起動します。

・カレントディスクリプタを次のディスクリプタに更新します。

・カレントディスクリプタに接続されたバッファに送信データを設定します。

・各ビットを0クリアすることで、ストア/フォアードモードに設定します。

・送信/受信FIFO容量を設定します。

・EDRRRのRRビットの制御方法を設定します。

・各ビットを0クリアすることで、EtherC/E-DMACステータスレジスタの値を

  該当ディスクリプタに反映します。

送受信ステータスコピー指示レジスタ

(TRSCER)の設定

送信FIFOしきい値指定レジスタ(TFTR)の設定

FIFO容量指定レジスタ(FDR)の設定

受信方式制御レジスタ(RMCR)の設定

デュプレックスモードの取得

EtherCモードレジスタ(ECMR)の設定

受信起動

送信バッファに送信フレームを設定

送信ディスクリプタの設定

ディスクリプタ管理ポインタの更新

送信起動

送信ディスクリプタリスト先頭

アドレスレジスタ(TDLAR)のクリア

・送信ディスクリプタアドレスの先頭アドレスを設定:
指定したディスクリプタ長により下位ビットを以下のように設定します。

- 16バイト境界 : TDLA[3:0] = B'0000
- 32バイト境界 : TDLA[4:0] = B'00000
- 64バイト境界 : TDLA[5:0] = B'000000

実際のメモリ領域にもこの境界に配置してください。

 

図8 イーサネット送信設定フロー例 (2) 
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2.2 参考プログラムの動作 
参考プログラムでは、EtherC および E-DMAC を使用し、対向ホストに向けて 10 フレーム送信します。送

信ディスクリプタと 256 バイトの送信バッファを 8 面用意（1 フレーム／マルチディスクリプタ）していま
す。送信ディスクリプタをリング状にして使用しています。 

送信データについては、イーサネットフレームのうちプリアンブル、スタートフレームデリミタ（SFD）、
および CRC 部を除いた部分を用意する必要があります。ヘッダ部のあて先 MAC アドレスおよび送信元 MAC
アドレスは、使用する製品の MAC アドレスに変更する必要があります。なお、EtherC は送信元 MAC アド
レスのチェックは行いません。 

図 9に参考プログラムの動作環境を、図 10にイーサネットフレームフォーマットを示します。 

対向ホストSH7216評価ボード

Ethernet クロスケーブル

MACアドレス： 00-01-02-03-04-05 00-0E-35-18-34-FA（例）

IPアドレス： 192.168.0.3 192.168.0.5

送信方向

 

図9 参考プログラムの動作環境 

 

単位：バイト

プリアンブル SFD あて先MAC
アドレス

送信元MAC
アドレス

データ部 CRC

送信バッファに格納するデータ 60～1514バイト

タイプ/
長さ

1 6 6 2 46 ～ 1500 47単位：バイト

プリアンブル SFD あて先MAC
アドレス

送信元MAC
アドレス

データ部 CRC

送信バッファに格納するデータ 60～1514バイト

タイプ/
長さ

1 6 6 2 46 ～ 1500 47

 

図10 イーサネットフレームフォーマット 
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2.3 参考プログラムのディスクリプタ定義 
E-DMACではディスクリプタのパディング領域を使用しません。ユーザが自由に使用できます。本プログ

ラムではこの領域に次のディスクリプタの先頭アドレスを設定し、ソフトウェアにてもリング構造を実現し
ています。図 11に参考プログラムでの送信ディスクリプタ構造体の定義と送信ディスクリプタ列の使用例を
示します。 

ディスクリプタ第2面の先頭アドレス

ディスクリプタ第3面の先頭アドレス

ディスクリプタ第4面の先頭アドレス

ディスクリプタ第1面の先頭アドレス

ディスクリプタ第5面の先頭アドレス

ディスクリプタ第6面の先頭アドレス

ディスクリプタ第7面の先頭アドレス

ディスクリプタ第8面の先頭アドレス

第1面

第4面

第3面

第2面

第5面

第8面

第7面

第6面

送信ディスクリプタ列

（リング構造) 
送信ディスクリプタの構造体定義

typedef struct Descriptor
{

uint32_t status;
uint16_t bufsize;
uint16_t        size;
int8_t           *buf_p;
struct Descriptor *next;

} ethfifo;

 

図11 送信ディスクリプタの構造体定義と送信ディスクリプタ列使用例 
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2.4 参考プログラムの処理手順 
図 12～図 15に参考プログラムの処理フローを示します。なお、EtherC/E-DMACの各種レジスタおよびディ

スクリプタの初期設定では受信の設定も行っていますが、受信処理自体は行っていません。 

PHY 自動交渉関数 phy_set_autonegotiate の詳細は、関連アプリケーションノート「SH7216 グループ イー
サネット PHY-LSI 自動交渉設定例」を参照してください。 

START

成功？

成功？

main
メイン関数

No

Yes

No

Yes

10フレーム

送信？

No

Yes

Etherオープン
R_Ether_Open

1secウェイト

Etherフレーム送信
R_Ether_Write

Etherクローズ
R_Ether_Close

対向側のアプリケーションによっては、リンク接続後

すぐにデータの送受信ができない場合があるため、

ここではウェイトを挿入しています。

END

送信完了？

Yes

No

初期設定
イーサネットコントローラのモジュールスタンバイ

解除と、ピンファンクションコントローラの設定を

行っています。

「Etherフレーム送信関数」では送信完了待ちを

行わないため、ここで送信の完了を待っています。

 

図12 参考プログラムの処理フロー例 (1) 
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START

phy_init
PHY-LSIの初期化

バッファ、ディスクリプタ領域の初期化

EtherC/E-DMACレジスタ

の初期化

成功?

phy_set_autonegotiate
PHY自動交渉開始

成功?

全二重通信?

EtherCの転送方式を全二重に設定

R_ETHER_OK R_ETHER_ERROR

START

R_ETHER_OK

R_Ether_Open
Etherオープン関数

R_Ether_Close
Etherクローズ関数

「PHY-LSIの初期化関数」、

「PHY自動交渉開始関数」の詳細は、

関連アプリケーションノート「SH7216グループ

イーサネットPHY-LSI 自動交渉設定例」を

参照してください。

No

Yes

No

Yes

No

Yes

E-DMACの受信起動

「EtherC/E-DMACレジスタの初期化」の詳細は、

本アプリケーションノート「2.1.8 使用機能の設定

手順（送信時）」を参照してください。

EtherCの送信/受信許可

EtherCの送信/受信機能を無効化

 

図13 参考プログラムの処理フロー例 (2) 
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START

_eth_fifoWrite
送信ディスクリプタ書き込み関数

書き込み失敗?

全データ書き込み?

R_ETHER_OK

送信ディスクリプタの設定

（フレームを完結する）

カレントディスクリプタの更新

全データ書き込み?

E-DMAC送信開始を要求

R_Ether_Write
Etherフレーム送信関数

No

Yes

No

Yes

No

Yes

未送信データサイズカウント

No

Yes

E-DMAC送信要求

が送信停止状態?

 

図14 参考プログラムの処理フロー例 (3) 
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_eth_fifoWrite
送信ディスクリプタ書き込み関数

送信データ書き込み

START

送信データサイズ書き込み

戻り値に送信データサイズを返す
戻り値にエラー値

(データ転送中)を返す

END

Yes

No

カレントディスクリ

プタが送信状態？

 

図15 参考プログラムの処理フロー例 (4) 
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3. 参考プログラムリスト 

3.1 サンプルプログラムリスト "main.c" (1) 
 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

11 

12 

13 

14 

15 

16 

17 

18 

19 

20 

21 

22 

23 

24 

25 

26 

27 

28 

29 

30 

31 

32 

33 

34 

35 

36 

37 

38 

39 

40 

41 

42 

43 

44 

 

 

/******************************************************************************* 

*   DISCLAIMER 

* 

*   This software is supplied by Renesas Electronics Corp. and is only  

*   intended for use with Renesas products.  No other uses are authorized. 

* 

*   This software is owned by Renesas Electronics Corp. and is protected under  

*   all applicable laws, including copyright laws. 

* 

*   THIS SOFTWARE IS PROVIDED "AS IS" AND RENESAS MAKES NO WARRANTIES  

*   REGARDING THIS SOFTWARE, WHETHER EXPRESS, IMPLIED OR STATUTORY,  

*   INCLUDING BUT NOT LIMITED TO WARRANTIES OF MERCHANTABILITY, FITNESS FOR A  

*   PARTICULAR PURPOSE AND NON-INFRINGEMENT.  ALL SUCH WARRANTIES ARE EXPRESSLY  

*   DISCLAIMED. 

* 

*   TO THE MAXIMUM EXTENT PERMITTED NOT PROHIBITED BY LAW, NEITHER RENESAS  

*   ELECTRONICS CORP. NOR ANY OF ITS AFFILIATED COMPANIES SHALL BE LIABLE  

*   FOR ANY DIRECT, INDIRECT, SPECIAL, INCIDENTAL OR CONSEQUENTIAL DAMAGES  

*   FOR ANY REASON RELATED TO THIS SOFTWARE, EVEN IF RENESAS OR ITS  

*   AFFILIATES HAVE BEEN ADVISED OF THE POSSIBILITY OF SUCH DAMAGES. 

* 

*   Renesas reserves the right, without notice, to make changes to this  

*   software and to discontinue the availability of this software. 

*   By using this software, you agree to the additional terms and  

*   conditions found by accessing the following link:  

*   http://www.renesas.com/disclaimer 

******************************************************************************** 

*   Copyright (C) 2010 Renesas Electronics Corporation. All Rights Reserved. 

*""FILE COMMENT""*********** Technical reference data ************************** 

*   System Name : SH7216 Sample Program 

*   File Name    : main.c 

*   Abstract     : イーサネット送信設定例 

*   Version      : 2.00.00 

*   Device       : SH7216 

*   Tool-Chain  : High-performance Embedded Workshop (Ver.4.07.00). 

*                 : C/C++ compiler package for the SuperH RISC engine family 

*                 :                             (Ver.9.03 Release00). 

*   OS            : None 

*   H/W Platform: R0K572167 (CPU board) 

*   Description : イーサネット送信に必要な初期設定および送信処理を行います。 

******************************************************************************** 

*   History      : Nov.18,2009 Ver.1.00.00  

*                 : Jul.23,2010 Ver.2.00.00 ルネサス標準 APIに対応 

*""FILE COMMENT END""**********************************************************/ 
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3.2 サンプルプログラムリスト "main.c" (2) 
 

45 

46 

47 

48 

49 

50 

51 

52 

53 

54 

55 

56 

57 

58 

59 

60 

61 

62 

63 

64 

65 

66 

67 

68 

69 

 

 

#include "iodefine.h" 

#include "stdint.h" 

#include "r_ether.h" 

#include "phy.h" 

 

/* ==== Prototype Declaration ==== */ 

void main(void); 

 

/* ==== Variable Declaration ==== */ 

static uint8_t s_frame[] = { 

 0xff,0xff,0xff,0xff,0xff,0xff, /* あて先 MACアドレス                        */ 

 0x00,0x01,0x02,0x03,0x04,0x05, /* 送信元 MACアドレス(00:01:02:03:04:05) */ 

 0x08,0x06,      /* タイプ(ARP)                               */ 

 0x00,0x01,      /*  +--H/Wタイプ = Ethernet               */ 

 0x08,0x00,      /*  +--プロトコルタイプ = IP                */ 

 0x06,0x04,      /*  +--HW/プロトコルアドレス長              */ 

 0x00,0x01,      /*  +--OPCODE = request                   */ 

 0x00,0x01,0x02,0x03,0x04,0x05, /*  +--送信元 MACアドレス(00:01:02:03:04:05) */ 

 0xc0,0xa8,0x00,0x03,   /*  +--送信元 IPアドレス(192.168.0.3)      */ 

 0x00,0x00,0x00,0x00,0x00,0x00, /*  +--問い合わせ先 MACアドレス               */ 

 0xc0,0xa8,0x00,0x05,   /*  +--問い合わせ先 IPアドレス(192.168.0.5) */ 

}; 

 

extern volatile ethfifo txDesc[ENTRY];     /* 送信ディスクリプタ */ 
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3.3 サンプルプログラムリスト "main.c" (3) 
 

70 

71 

72 

73 

74 

75 

76 

77 

78 

79 

80 

81 

82 

83 

84 

85 

86 

87 

88 

89 

90 

91 

92 

93 

94 

95 

96 

97 

98 

99 

100 

101 

102 

103 

104 

105 

106 

107 

108 

109 

 

 

/*""FUNC COMMENT""************************************************************** 

 * ID            :  

 * Outline      : サンプルプログラムメイン 

 *------------------------------------------------------------------------------ 

 * Include      : "iodefine.h", "stdint.h", "r_ether.h", and "phy.h" 

 *------------------------------------------------------------------------------ 

 * Declaration  : void main(void); 

 *------------------------------------------------------------------------------ 

 * Description  : 内蔵イーサネットコントローラ(EtherC)とイーサネット 

 *                : コントローラ用ダイナミックメモリアクセスコントローラ(E-DMAC)を 

 *                : 使用して、イーサネットフレームを送信します。 

 *                : また PHYモジュールには、REALTEK社製 RTL8201CPを使用します。 

 *                : 送信ディスクリプタを 8面用意して連続送信を行っています。 

 *------------------------------------------------------------------------------ 

 * Argument     : void 

 *------------------------------------------------------------------------------ 

 * Return Value : void 

 *------------------------------------------------------------------------------ 

 * Note          : None 

 *""FUNC COMMENT END""**********************************************************/ 

void main(void) 

{  

 int32_t  i, ret; 

 uint32_t   ch = 0; 

 uint32_t   tact_flag; 

 volatile int32_t w; 

  

 /* ==== EtherC/E-DMACのモジュールスタンバイ解除 ==== */ 

 STB.CR4.BIT._ETHER = 0; 

 /* ==== PFC設定(EtherC用) ==== */ 

 PFC.PACRL4.BIT.PA12MD = 7; /* TX_CLK (input) */ 

 PFC.PACRL3.WORD = 0x7777;  /* TX_EN,MII_TXD0,MII_TXD1,MII_TXD2 (output) */ 

 PFC.PACRL2.BIT.PA7MD = 7;  /* MII_TXD3 (output) */ 

 PFC.PACRL2.BIT.PA6MD = 7;  /* TX_ER (output) */ 

 PFC.PDCRH4.WORD = 0x7777;  /* RX_DV,RX_ER,MII_RXD3,MII_RXD2 (input) */ 

 PFC.PDCRH3.WORD = 0x7777;  /* MII_RXD1,MII_RXD0,RX_CLK,CRS (input) */ 

 PFC.PDCRH2.WORD = 0x7777;  /* COL (input),WOL,EXOUT,MDC (input) */ 

 PFC.PDCRH1.BIT.PD19MD = 7; /* LINKSTA (input) */ 

 PFC.PDCRH1.BIT.PD18MD = 7; /* MDIO (input/output) */ 
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3.4 サンプルプログラムリスト "main.c" (4) 
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 /* ==== イーサネット初期設定 ==== */ 

 ret = R_Ether_Open(ch, &s_frame[6]); 

 

 if(R_ETHER_OK == ret){ 

  /* ==== 対向側アプリケーションのセットアップ待ち(1sec)@200MHz ==== */ 

  for( w=0; w < 0x00700000; w++ ){ 

  }  

  /* ==== 10フレーム送信開始 ==== */ 

  for( i=0; i < 10; i++ ){ 

   /* ---- 送信 ---- */ 

   ret = R_Ether_Write(ch, s_frame, sizeof(s_frame)); 

   if(ret != R_ETHER_OK){ 

    break; 

   } 

  } 

  /* ==== 送信完了待ち ==== */ 

  for( i=0; i < ENTRY; i++ ){ 

   do{ 

    tact_flag = txDesc[i].status; 

    tact_flag &= ACT;  

   }while(ACT == tact_flag); 

  } 

 } 

 

 /* ==== イーサネット送受信停止 ==== */ 

 R_Ether_Close(ch); 

  

 while(1){ 

  /* sleep */ 

 } 

} 

 

/* End of file */ 
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3.5 サンプルプログラムリスト "r_ether.c" (1) 
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/******************************************************************************* 

*   DISCLAIMER 

* 

*   This software is supplied by Renesas Electronics Corp. and is only  

*   intended for use with Renesas products.  No other uses are authorized. 

* 

*   This software is owned by Renesas Electronics Corp. and is protected under  

*   all applicable laws, including copyright laws. 

* 

*   THIS SOFTWARE IS PROVIDED "AS IS" AND RENESAS MAKES NO WARRANTIES  

*   REGARDING THIS SOFTWARE, WHETHER EXPRESS, IMPLIED OR STATUTORY,  

*   INCLUDING BUT NOT LIMITED TO WARRANTIES OF MERCHANTABILITY, FITNESS FOR A  

*   PARTICULAR PURPOSE AND NON-INFRINGEMENT.  ALL SUCH WARRANTIES ARE EXPRESSLY  

*   DISCLAIMED. 

* 

*   TO THE MAXIMUM EXTENT PERMITTED NOT PROHIBITED BY LAW, NEITHER RENESAS  

*   ELECTRONICS CORP. NOR ANY OF ITS AFFILIATED COMPANIES SHALL BE LIABLE  

*   FOR ANY DIRECT, INDIRECT, SPECIAL, INCIDENTAL OR CONSEQUENTIAL DAMAGES  

*   FOR ANY REASON RELATED TO THIS SOFTWARE, EVEN IF RENESAS OR ITS  

*   AFFILIATES HAVE BEEN ADVISED OF THE POSSIBILITY OF SUCH DAMAGES. 

* 

*   Renesas reserves the right, without notice, to make changes to this  

*   software and to discontinue the availability of this software. 

*   By using this software, you agree to the additional terms and  

*   conditions found by accessing the following link:  

*   http://www.renesas.com/disclaimer 

******************************************************************************** 

*   Copyright (C) 2010 Renesas Electronics Corporation. All Rights Reserved. 

*""FILE COMMENT""*********** Technical reference data ************************** 

*   System Name : SH7216 Sample Program 

*   File Name    : r_ether.c 

*   Version      : 2.00.00 

*   Device       : SH7216 

*   Tool-Chain  : High-performance Embedded Workshop (Ver.4.07.00). 

*                 : C/C++ compiler package for the SuperH RISC engine family 

*                 :                             (Ver.9.03 Release00). 

*   OS            : None 

*   H/W Platform: R0K572167 (CPU board) 

*   Description : Ethernet module device driver 

******************************************************************************** 

*   History      : Jun.10.2009 Ver.1.00.00 

*                 : Jul.23,2010 Ver.2.00.00 ルネサス標準 APIに対応 

*""FILE COMMENT END""**********************************************************/ 

#include <machine.h> 

#include <string.h> 

#include "iodefine.h" 

#include "stdint.h" 

#include "r_ether.h" 

#include "phy.h" 
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3.6 サンプルプログラムリスト "r_ether.c" (2) 
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/* ==== Prototype Declaration ==== */ 

void    _eth_fifoInit(ethfifo p[], uint32_t status); 

int32_t _eth_fifoWrite(ethfifo *p, int8_t buf[], int32_t size); 

int32_t _eth_fifoRead(ethfifo *p, int8_t buf[]); 

 

#pragma section  _RX_DESC 

volatile ethfifo rxDesc[ENTRY];   /* 受信ディスクリプタ */ 

#pragma section  _TX_DESC 

volatile ethfifo txDesc[ENTRY];   /* 送信ディスクリプタ */ 

#pragma section 

 

#pragma section  _RX_BUFF 

int8_t rxbuf[ENTRY][BUFSIZE];   /* 受信データバッファ */ 

#pragma section  _TX_BUFF 

int8_t txbuf[ENTRY][BUFSIZE];   /* 送信データバッファ */ 

#pragma section 

 

/* ==== イーサネットデバイスドライバのコントロール構造体を初期化 ==== */ 

struct ei_device  le0 = 

{ 

 "eth0",  /* device name */ 

 0,   /* open */ 

 0,   /* Tx_act */ 

 0,   /* Rx_act */ 

 0,   /* txing */ 

 0,   /* irq lock */ 

 0,   /* dmaing */ 

 0,   /* current receive discripter */ 

 0,   /* current transmit discripter */ 

 0,   /* save irq */ 

 { 

  0,  /* rx packets */ 

  0,  /* tx packets */ 

  0,  /* rx errors */ 

  0,  /* tx errors */ 

  0,  /* rx dropped */ 

  0,  /* tx dropped */ 

  0,  /* multicast */ 

  0,  /* collisions */ 

 

  0,  /* rx length errors */ 

  0,  /* rx over errors */ 

  0,  /* rx CRC errors */ 

  0,  /* rx frame errors */ 

  0,  /* rx fifo errors */ 

  0,  /* rx missed errors */ 

 

  0,  /* tx aborted errors */ 

  0,  /* tx carrier errors */ 

  0,  /* tx fifo errors */ 

  0,  /* tx heartbeat errors */ 

  0  /* tx window errors */ 
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3.7 サンプルプログラムリスト "r_ether.c" (3) 
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 0,   /* MAC 0 */ 

 0,   /* MAC 1 */ 

 0,   /* MAC 2 */ 

 0,   /* MAC 3 */ 

 0,   /* MAC 4 */ 

 0   /* MAC 5 */ 

}; 

 

/*""FUNC COMMENT""************************************************************** 

 * ID            :  

 * Outline      : イーサネットオープン 

 *------------------------------------------------------------------------------ 

 * Include      : "iodefine.h" , "phy.h", "r_ether.h" and "stdint.h" 

 *------------------------------------------------------------------------------ 

 * Declaration  : int32_t R_Ether_Open(uint32_t ch, uint8_t mac_addr[]); 

 *------------------------------------------------------------------------------ 

 * Description  : EtherC, E-DMAC, PHY, バッファメモリの初期化を行います。 

 *                : 本関数内でイーサネットに必要な初期化を行い、送受信可能な状態に 

 *                : 設定します。 

 *                : 送受信可能な状態に設定することができなかった場合はエラーを返し 

 *                : ます。 

 *------------------------------------------------------------------------------ 

 * Argument     : uint32_t ch;        I : イーサネットのチャネル番号 

 *                : uint8_t mac_addr[]; I : 該当チャネルの MACアドレス 

 *------------------------------------------------------------------------------ 

 * Return Value : R_ETHER_OK;    初期化成功 

 *                : R_ETHER_ERROR; 初期化失敗 

 *------------------------------------------------------------------------------ 

 * Note          : None 

 *""FUNC COMMENT END""**********************************************************/ 

int32_t R_Ether_Open(uint32_t ch, uint8_t mac_addr[]) 

{ 

 int32_t i; 

 uint32_t mac; 

 uint16_t phydata; 

  

 ch = ch;        /* ワーニング抑止対策 */ 

 

 /* ==== イーサネットデバイスドライバの設定 ==== */ 

 le0.open = 1; 

 /* ==== ディスクリプタの設定 ==== */  

 _eth_fifoInit(rxDesc, (uint32_t)ACT);     

 _eth_fifoInit(txDesc, (uint32_t)0);   

 le0.rxcurrent = &rxDesc[0]; 

 le0.txcurrent = &txDesc[0]; 

 /* ==== MACアドレス設定 ==== */ 

 le0.mac_addr[0] = mac_addr[0]; 

 le0.mac_addr[1] = mac_addr[1]; 

 le0.mac_addr[2] = mac_addr[2]; 

 le0.mac_addr[3] = mac_addr[3]; 

 le0.mac_addr[4] = mac_addr[4]; 

 le0.mac_addr[5] = mac_addr[5]; 
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3.8 サンプルプログラムリスト "r_ether.c" (4) 
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 /* ==== E-DMAC/EtherCの初期化 ==== */ 

 EDMAC.EDMR.BIT.SWR = 1;     /* ソフトウェアリセット有効 */ 

 for( i = 0 ; i < 0x00000100 ; i++ ); /* E-DMAC/EtherCの初期化完了待ち(Bφ:64サイクル) */ 

 EDMAC.EDMR.LONG    = 0x00000000;  /* EDMACモードレジスタの設定 */ 

           /* (ビックエンディアンモード) */ 

           /* (送受信ディスクリプタ長 16バイト) */ 

 /* ==== EtherCの初期化 ==== */ 

 EtherC.ECMR.LONG   = 0x00000000;  /* EtherCモードレジスタの設定 */ 

           /* (デュプレックスモードを半二重に設定) */ 

           /* (プロミスキャストモードを通常動作に設定) */ 

 

 EtherC.ECSR.LONG   = 0x00000037;  /* EtherCステータスのオールクリア */ 

           /* (BFR, PSRTO, LCHNG, MPD, ICD) */ 

 EtherC.ECSIPR.LONG = 0x00000020;  /* EtherC割り込みの禁止設定 */ 

   /* bit31~6 : Reserve : 0 ----- リザーブビット                        */ 

   /* bit5    : BFSIPR  : 1 ----- Broadcastフレーム連続受信割り込み禁止 */ 

   /* bit4    : PSRTOIP : 0 ----- Pauseフレーム再送リトライオーバ割り込み禁止 */ 

   /* bit3    : Reserve : 0 ----- リザーブビット                        */ 

   /* bit2    : LCHNGIP : 0 ----- リンク信号変化割り込み禁止            */ 

   /* bit1    : MPDIP   : 0 ----- Magic Packet検出割り込み禁止          */ 

   /* bit0    : ICDIP   : 0 ----- 不正キャリア検出割り込み禁止          */ 

 

 EtherC.RFLR.LONG   = 1518;    /* 最大受信フレーム長の設定*/ 

 EtherC.IPGR.LONG   = 0x00000014;  /* パケット間ギャップの設定 (96ビット期間) */ 

  

 /* ==== MACアドレスの設定 ==== */ 

 mac = ((uint32_t)mac_addr[0] << 24) |  

 ((uint32_t)mac_addr[1] << 16) |  

 ((uint32_t)mac_addr[2] << 8 ) |  

 (uint32_t)mac_addr[3]; 

 EtherC.MAHR = mac;  

 

 mac = ((uint32_t)mac_addr[4] << 8 ) |  

 (uint32_t)mac_addr[5]; 

 EtherC.MALR.LONG = mac; 

 

 /* ==== E-DMACの初期化 ==== */ 

 EDMAC.EESR.LONG   = 0x47FF0F9F;   /* EtherC/EDMACステータスレジスタの初期化 */ 

 EDMAC.EESIPR.LONG = 0x00000000;   /* EtherC/EDMACステータス割り込み許可レジスタの初期化 */

 EDMAC.RDLAR       = le0.rxcurrent;  /* 送信ディスクリプタ先頭アドレスの設定 */ 

 EDMAC.TDLAR       = le0.txcurrent;  /* 受信ディスクリプタ先頭アドレスの設定 */ 

 EDMAC.TRSCER.LONG = 0x00000000;   /* EtherC/E-DMACステータスレジスタの値を */ 

           /*              該当ディスクリプタに反映 */ 

 EDMAC.TFTR.LONG   = 0x00000000;   /* ストア/フォワードモードの設定 */ 

 EDMAC.FDR.LONG    = 0x00000000;   /* 送信/受信 FIFO容量の設定 (256バイト) */ 

 EDMAC.RMCR.LONG   = 0x00000001;   /* 受信ディスクリプタの枯渇以外では連続受信に設定 */ 
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3.9 サンプルプログラムリスト "r_ether.c" (5) 
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 /* ==== PHYの初期化 ==== */ 

 phydata = phy_init(); 

 

 if(phydata == R_PHY_ERROR){ 

  return R_ETHER_ERROR; 

 } 

 

 /* ==== PHYの自動交渉開始 ==== */ 

 phydata = phy_set_autonegotiate(); 

 

 /* ---- 自動交渉の可否判定 ---- */ 

 if(phydata == R_PHY_ERROR){   /* 自動交渉失敗 */ 

  return R_ETHER_ERROR; 

 } 

  

 /* ---- 接続先性能の判定 ---- */ 

 if(phydata & 0x0100){    /* PHY-LSIのレジスタ 0の判定 */ 

           /* bit8 : DuplexMode : 1 ---- 全二重モードをサポート */ 

  EtherC.ECMR.BIT.DM = 1;   /* 全二重通信 */ 

 } 

 

 /* ==== EtherC送受信許可 ==== */ 

 EtherC.ECMR.BIT.RE = 1; 

 EtherC.ECMR.BIT.TE = 1; 

 

 /* ==== E-DMAC受信許可 ==== */ 

 EDMAC.EDRRR.LONG = 0x00000001; 

 

 return R_ETHER_OK; 

} 
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3.10 サンプルプログラムリスト "r_ether.c" (6) 
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/*""FUNC COMMENT""************************************************************** 

 * ID            :  

 * Outline      : イーサネットクローズ 

 *------------------------------------------------------------------------------ 

 * Include      : "iodefine.h" , "r_ether.h" and "stdint.h" 

 *------------------------------------------------------------------------------ 

 * Declaration  : int32_t R_Ether_Close(uint32_t ch); 

 *------------------------------------------------------------------------------ 

 * Description  : EtherC/E-DMACを停止します。 

 *------------------------------------------------------------------------------ 

 * Argument     : uint32_t ch; I : イーサネットのチャネル番号 

 *------------------------------------------------------------------------------ 

 * Return Value : R_ETHER_OK; EtherC送受信禁止 

 *------------------------------------------------------------------------------ 

 * Note          : None 

 *""FUNC COMMENT END""**********************************************************/ 

int32_t R_Ether_Close(uint32_t ch) 

{ 

 ch = ch;        /* ワーニング抑止対策 */ 

 

 le0.open = 0; 

 EtherC.ECMR.LONG = 0x00000000;   /* EtherC送受信禁止 */ 

 le0.irqlock = 1; 

 

 return R_ETHER_OK; 

} 

 

/*""FUNC COMMENT""************************************************************** 

 * ID            :  

 * Outline      : フレーム送信処理 

 *------------------------------------------------------------------------------ 

 * Include      : "iodefine.h" , "r_ether.h" and "stdint.h" 

 *------------------------------------------------------------------------------ 

 * Declaration  : int32_t R_Ether_Write(uint32_t ch, void *buf, uint32_t len); 

 *------------------------------------------------------------------------------ 

 * Description  : 指定されたフレームを送信ディスクリプタに登録されたバッファに 

 *                : コピーして送信します。 

 *------------------------------------------------------------------------------ 

 * Argument     : uint32_t ch;  I : イーサネットのチャネル番号 

 *                : void *buf;    I : 送信バッファのポインタ 

 *                : uint32_t len; I : フレーム長 

 *------------------------------------------------------------------------------ 

 * Return Value : R_ETHER_OK ; フレーム送信成功 

 *------------------------------------------------------------------------------ 

 * Note          : None 

 *""FUNC COMMENT END""**********************************************************/ 
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3.11 サンプルプログラムリスト "r_ether.c" (7) 
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int32_t R_Ether_Write(uint32_t ch, void *buf, uint32_t len) 

{ 

 int32_t xmit;                          /* 送信ディスクリプタに書き込んだデータのサイズ */ 

 int32_t flag = FP1;                   /* 送信フレーム内位置フラグ(初期値：先頭フレーム) */ 

 int8_t  *data = (int8_t *)buf;      /* 送信するデータを示すポインタ */ 

 

 ch = ch;                                /* ワーニング抑止対策 */ 

 

 /* ==== 1フレーム送信処理 ==== */ 

 for( xmit = 0 ; len > 0 ; len -= xmit ){    /* 未送信データサイズのカウント */ 

  /* ---- 送信ディスクリプタへのデータ書き込み ---- */ 

  while( (xmit = _eth_fifoWrite(le0.txcurrent, data, (int32_t)len)) < 0 ); 

 

  /* ---- 全データを書き込んだ場合 ---- */ 

  if( xmit == len ){ 

  flag |= FP0;                        /* 送信フレーム内位置フラグ設定(フレーム完結) */ 

  } 

    

  le0.txcurrent->status &= ~(FP1 | FP0);  /* TFP1,TFP0ビットの 0クリア */ 

  le0.txcurrent->status |= (flag | ACT);  /* TFP1,TFP0ビットにフラグの値を反映 */ 

                                                   /* TACTビット有効 */ 

     

  flag = 0; 

  le0.txcurrent = le0.txcurrent->next; 

  data += xmit; 

 } 

 le0.stat.tx_packets++; 

 

 /* ==== E-DMAC送信停止状態の場合 ==== */ 

 if( EDMAC.EDTRR.LONG == 0x00000000 ){ 

  EDMAC.EDTRR.LONG = 0x00000001;        /* E-DMAC送信開始要求 */ 

 } 

 

 return R_ETHER_OK; 

} 

 

(省略) 
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3.12 サンプルプログラムリスト "r_ether.c" (8) 
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/*""FUNC COMMENT""************************************************************** 

 * ID            :  

 * Outline      : FIFOの初期化 

 *------------------------------------------------------------------------------ 

 * Include      :  

 *------------------------------------------------------------------------------ 

 * Declaration  : void _eth_fifoInit( ethfifo p[], uint32_t status ); 

 *------------------------------------------------------------------------------ 

 * Description  : E-DMACのディスクリプタを初期化します。 

 *------------------------------------------------------------------------------ 

 * Argument     : ethfifo p[];     O : ディスクリプタへのポインタ 

 *                : uint32_t status; I : ディスクリプタの初期ステータス 

 *------------------------------------------------------------------------------ 

 * Return Value : void 

 *------------------------------------------------------------------------------ 

 * Note          : None 

 *""FUNC COMMENT END""**********************************************************/ 

void _eth_fifoInit( ethfifo p[], uint32_t status ) 

{ 

 ethfifo  *current = 0; 

 int32_t i, j; 

 

 for( i = 0 ; i < ENTRY ; i++ ){ 

  current = &p[i];  

  /* ==== ディスクリプタステータスの判定 ==== */ 

  if( status == 0 ){ 

   current->buf_p = &txbuf[i][0]; /* ACTビットが 0のとき送信と判断 */ 

  } 

  else{ 

   current->buf_p = &rxbuf[i][0]; /* ACTビットが 1のとき受信と判断 */ 

  } 

  

  /* ==== バッファのクリア ==== */ 

  for( j = 0 ; j < BUFSIZE ; j++ ){ 

   current->buf_p[j] = 0; 

  } 

  

  current->bufsize = BUFSIZE; 

  current->size = 0; 

  current->status = status; 

  current->next = &p[i+1]; 

 } 

 /* ==== 最終 FIFOのエントリー完了待ち ==== */ 

 current->status |= DL; /* カレントディスクリプタをディスクリプタリングの最終に設定 */ 

 current->next = &p[0]; 

} 
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3.13 サンプルプログラムリスト "r_ether.c" (9) 
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/*""FUNC COMMENT""************************************************************** 

 * ID            :  

 * Outline      : 送信ディスクリプタの書き込み 

 *------------------------------------------------------------------------------ 

 * Include      :  

 *------------------------------------------------------------------------------ 

 * Declaration  : int32_t _eth_fifoWrite( ethfifo *p, int8_t buf[], int32_t size ); 

 *------------------------------------------------------------------------------ 

 * Description  : 引数で指定されたデータを送信ディスクリプタに書き込みます。 

 *------------------------------------------------------------------------------ 

 * Argument     : ethfifo *p;   O ; 送信ディスクリプタへのポインタ 

 *                : int8_t buf[]; O ; 送信データへのポインタ 

 *                : int32_t size; I : 送信データサイズ(byte) 

 *------------------------------------------------------------------------------ 

 * Return Value : -1;    カレントディスクリプタが転送状態 

 *                : 0以上; 送信ディスクリプタに書き込んだデータのサイズ 

 *------------------------------------------------------------------------------ 

 * Note          : None 

 *""FUNC COMMENT END""**********************************************************/ 

int32_t _eth_fifoWrite( ethfifo *p, int8_t buf[], int32_t size ) 

{ 

 int32_t i; 

 ethfifo  *current = p; 

 

 /* ==== カレントディスクリプタが転送状態 ==== */ 

 if( (current->status & ACT) != 0 ){     

  return( -1 );               

 } 

 

 for( i = 0 ; i < size; i++ ){ 

  if( i >= BUFSIZE ){ 

   break; 

  } 

  else{ 

   /* ==== 送信ディスクリプタへのデータを書き込み ==== */ 

   current->buf_p[i] = buf[i];       

  } 

 } 

 

 current->bufsize = (uint16_t)i; 

 

 return i; 

} 

 

(省略) 

/* End of File */ 
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3.14 サンプルプログラムリスト "r_ether.h" (1) 
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/******************************************************************************* 

*   DISCLAIMER 

* 

*   This software is supplied by Renesas Electronics Corp. and is only  

*   intended for use with Renesas products.  No other uses are authorized. 

* 

*   This software is owned by Renesas Electronics Corp. and is protected under  

*   all applicable laws, including copyright laws. 

* 

*   THIS SOFTWARE IS PROVIDED "AS IS" AND RENESAS MAKES NO WARRANTIES  

*   REGARDING THIS SOFTWARE, WHETHER EXPRESS, IMPLIED OR STATUTORY,  

*   INCLUDING BUT NOT LIMITED TO WARRANTIES OF MERCHANTABILITY, FITNESS FOR A  

*   PARTICULAR PURPOSE AND NON-INFRINGEMENT.  ALL SUCH WARRANTIES ARE EXPRESSLY  

*   DISCLAIMED. 

* 

*   TO THE MAXIMUM EXTENT PERMITTED NOT PROHIBITED BY LAW, NEITHER RENESAS  

*   ELECTRONICS CORP. NOR ANY OF ITS AFFILIATED COMPANIES SHALL BE LIABLE  

*   FOR ANY DIRECT, INDIRECT, SPECIAL, INCIDENTAL OR CONSEQUENTIAL DAMAGES  

*   FOR ANY REASON RELATED TO THIS SOFTWARE, EVEN IF RENESAS OR ITS  

*   AFFILIATES HAVE BEEN ADVISED OF THE POSSIBILITY OF SUCH DAMAGES. 

* 

*   Renesas reserves the right, without notice, to make changes to this  

*   software and to discontinue the availability of this software. 

*   By using this software, you agree to the additional terms and  

*   conditions found by accessing the following link:  

*   http://www.renesas.com/disclaimer 

******************************************************************************** 

*   Copyright (C) 2010 Renesas Electronics Corporation. All Rights Reserved. 

*""FILE COMMENT""*********** Technical reference data ************************** 

*   System Name : SH7216 Sample Program 

*   File Name    : r_ether.h 

*   Version      : 2.00.00 

*   Device       : SH7216 

*   Tool-Chain  : High-performance Embedded Workshop (Ver.4.07.00). 

*                 : C/C++ compiler package for the SuperH RISC engine family 

*                 :                             (Ver.9.03 Release00). 

*   OS            : None 

*   H/W Platform: R0K572167 (CPU board) 

*   Description : Ethernet module device driver 

******************************************************************************** 

*   History      : Jun.10.2009 Ver.1.00.00 

*                 : Jul.23,2010 Ver.2.00.00 ルネサス標準 APIに対応 

*""FILE COMMENT END""**********************************************************/ 

#ifndef ETH_H 

#define ETH_H 
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3.15 サンプルプログラムリスト "r_ether.h" (2) 
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/* ==== Type definition ==== */ 

typedef struct Descriptor 

{ 

 uint32_t  status; 

 uint16_t  bufsize; 

 uint16_t  size; 

 int8_t   *buf_p; 

 struct Descriptor *next; 

} ethfifo; 

 

/* ==== Macro definition ==== */ 

#define BUFSIZE   256 

#define ENTRY     8 

 

#define  ACT      0x80000000 

#define  DL       0x40000000 

#define  FP1      0x20000000 

#define  FP0      0x10000000 

#define  FE       0x08000000 

 

#define  RFOVER   0x00000200 

#define  RMAF     0x00000080 

#define  RRF      0x00000010 

#define  RTLF     0x00000008 

#define  RTSF     0x00000004 

#define  PRE      0x00000002 

#define  CERF     0x00000001 

 

#define  ITF      0x00000010 

#define  CND      0x00000008 

#define  DLC      0x00000004 

#define  CD       0x00000002 

#define  TRO      0x00000001 

 

/* ==== Renesas Ethernet API return defines ==== */ 

#define R_ETHER_OK            0 

#define R_ETHER_ERROR        -1 

#define R_ETHER_HARD_ERROR  -3 

#define R_ETHER_RECOVERABLE -4 

#define R_ETHER_NO_DATA      -5 

 

/* ==== Prototype Declaration ==== */ 

/* ==== Renesas Ethernet API prototypes ==== */ 

int32_t R_Ether_Open(uint32_t ch, uint8_t mac_addr[]); 

int32_t R_Ether_Close(uint32_t ch); 

int32_t R_Ether_Write(uint32_t ch, void *buf, uint32_t len); 

int32_t R_Ether_Read(uint32_t ch, void *buf);  
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3.16 サンプルプログラムリスト "r_ether.h" (3) 
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/* ==== イーサネット収集データ ==== */ 

struct enet_stats 

{ 

 uint32_t rx_packets; 

 uint32_t tx_packets; 

 uint32_t rx_errors; 

 uint32_t tx_errors; 

 uint32_t rx_dropped; 

 uint32_t tx_dropped; 

 uint32_t multicast; 

 uint32_t collisions; 

 

 /* ---- 受信エラー ---- */ 

 uint32_t rx_length_errors; 

 uint32_t rx_over_errors; 

 uint32_t rx_crc_errors; 

 uint32_t rx_frame_errors; 

 uint32_t rx_fifo_errors; 

 uint32_t rx_missed_errors; 

 

 /* ---- 送信エラー ---- */ 

 uint32_t tx_aborted_errors; 

 uint32_t tx_carrier_errors; 

 uint32_t tx_fifo_errors; 

 uint32_t tx_heartbeat_errors; 

 uint32_t tx_window_errors; 

}; 

 

struct ei_device 

{ 

 const int8_t *name;  /* デバイス名 */ 

 uint8_t  open; 

 uint8_t  Tx_act;  

 uint8_t  Rx_act;  

 uint8_t  txing; 

 uint8_t  irqlock; 

 uint8_t  dmaing; 

 ethfifo  *rxcurrent;  /* 受信カレントディスクリプタ */ 

 ethfifo  *txcurrent;  /* 送信カレントディスクリプタ */ 

 uint8_t  save_irq; 

 struct enet_stats stat;  /* イーサネット収集データ */ 

 uint8_t  mac_addr[6]; /* MACアドレスの格納領域 */ 

}; 

 

#endif /* ETH_H  */ 



SH7216グループ イーサネット送信設定例 

R01AN0051JJ0200 Rev.2.00  Page 34 of 35 
2010.07.30  

 

4. 参考ドキュメント 
• ソフトウェアマニュアル 

SH-2A, SH2A-FPU ソフトウェアマニュアル Rev.3.00 
（最新版をルネサス エレクトロニクスのホームページから入手してください。） 

 
• ハードウェアマニュアル 

SH7214 グループ、SH7216 グループ ユーザーズマニュアル ハードウェア編 Rev.2.00 
（最新版をルネサス エレクトロニクスのホームページから入手してください。） 
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ホームページとサポート窓口 
• ルネサス エレクトロニクスホームページ 

http://japan.renesas.com/ 
 
• お問合せ先 

http://japan.renesas.com/inquiry 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
すべての商標および登録商標は，それぞれの所有者に帰属します。 

http://japan.renesas.com/
http://japan.renesas.com/inquiry


 

A-1 

改訂記録 

改訂内容 
Rev. 発行日 ページ ポイント 
1.00 2010.04.21 — 初版発行 
2.00 2010.07.30 全頁 サンプルプログラムの API 変更に伴い、内容を修正。  

 



 

 

製品ご使用上の注意事項 
ここでは、マイコン製品全体に適用する「使用上の注意事項」について説明します。個別の使用上の注意

事項については、本文を参照してください。なお、本マニュアルの本文と異なる記載がある場合は、本文の

記載が優先するものとします。 
 

1. 未使用端子の処理 

【注意】未使用端子は、本文の「未使用端子の処理」に従って処理してください。 

CMOS製品の入力端子のインピーダンスは、一般に、ハイインピーダンスとなっています。未使用端子

を開放状態で動作させると、誘導現象により、LSI周辺のノイズが印加され、LSI内部で貫通電流が流れ

たり、入力信号と認識されて誤動作を起こす恐れがあります。未使用端子は、本文「未使用端子の処理」

で説明する指示に従い処理してください。 

2. 電源投入時の処置 

【注意】電源投入時は，製品の状態は不定です。 

電源投入時には、LSIの内部回路の状態は不確定であり、レジスタの設定や各端子の状態は不定です。 

外部リセット端子でリセットする製品の場合、電源投入からリセットが有効になるまでの期間、端子の

状態は保証できません。 

同様に、内蔵パワーオンリセット機能を使用してリセットする製品の場合、電源投入からリセットのか

かる一定電圧に達するまでの期間、端子の状態は保証できません。 

3. リザーブアドレスのアクセス禁止 

【注意】リザーブアドレスのアクセスを禁止します。 

アドレス領域には、将来の機能拡張用に割り付けられているリザーブアドレスがあります。これらのア

ドレスをアクセスしたときの動作については、保証できませんので、アクセスしないようにしてくださ

い。 

4. クロックについて 

【注意】リセット時は、クロックが安定した後、リセットを解除してください。 

プログラム実行中のクロック切り替え時は、切り替え先クロックが安定した後に切り替えてください。 

リセット時、外部発振子（または外部発振回路）を用いたクロックで動作を開始するシステムでは、ク

ロックが十分安定した後、リセットを解除してください。また、プログラムの途中で外部発振子（また

は外部発振回路）を用いたクロックに切り替える場合は、切り替え先のクロックが十分安定してから切

り替えてください。 

5. 製品間の相違について 

【注意】型名の異なる製品に変更する場合は、事前に問題ないことをご確認下さい。 

同じグループのマイコンでも型名が違うと、内部メモリ、レイアウトパターンの相違などにより、特性

が異なる場合があります。型名の異なる製品に変更する場合は、製品型名ごとにシステム評価試験を実

施してください。 
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